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  623 その他の細菌病
相野公孝・保坂和良・
岩元 豊・松浦克成

2009
ジャガイモの実生を用いた青枯病検定法
の開発．

日植病報 75(1): 79.（講要）

秋元喜弘 1995 ジャガイモ青枯病の総合防除． いも類振興情報 44: 23-26.

秋津教雄・中保一浩・
前川義雄・仲川晃生

2006

(B102) Pseudomonas fluorescens 剤のジャ
ガイモマイクロチューバー紙筒移植栽培
への処理方法と塊茎の青枯病菌潜在感
染抑止効果について．

日本農薬学会講要集 31th: 46.
（講要）

Budi, Tjahjano・陶山一
雄・藤井 溥

1987
Clostridia によるジャガイモ塊茎腐敗 (2)
病原性と２，３の性質．

日植病報 53(3): 404.（講要）

d'Ursel, C.M.・土屋健
一・堀田光生・野津祐
三・橋本正勝

1999
Ralstonia solanacearum に対する特異抗
体の作製．

日植病報 65(3): 362.（講要）

Fouché-Weich, J.,

Poussier, S., Trigalet-

Demery, D., Berger, D.

and Coutinho, T.

2006

Molecular identification of some African

strains of Ralstonia solanacearum  from

eucalypt and potato.

J.Gen.Plant Pathol. 72(6): 369-

373.

藤本岳人・安岡眞二・
青野桂之・佐山 充・中
山尊登・大木健広・眞
岡哲夫

2016

Pectobacterium carotovorum  subsp. Ｂ
rasiliensis によるジャガイモ黒あし病の発
生（病原追加）．

日植病報 82(3): 277.（講要）

舟山広治・松代平治・
成田武四

1956
馬鈴薯青枯病菌と各種根粒菌との拮抗
作用について（予報）．

北農研究抄報 3: 61-62.

舟山広治・成田武四・
永田利男

1959 馬鈴薯青枯病と品種との関係． 日植病報 24(1): 63.（講要）

舟山広治 1959
馬鈴薯青枯病発生圃場における各種作
物根圏微生物の消長．

日植病報 24(1): 63.（講要）

舟山広治 1960 前作物と馬鈴薯青枯病発生との関係． 日植病報 25(1): 64.（講要）

舟山広治・岡　啓 1960
馬鈴薯青枯病抵抗性と馬鈴薯品種の類
縁関係．

日植病報 25(5): 235.（講要）

舟山広治 1960 馬鈴薯青枯病菌の発育とpHとの関係． 北日本病虫年報 11: 46.（講
要）舟山広治・成田武四 1962 馬鈴薯青枯病菌の越冬について． 北農 29(5): 1-3.

不破秀明・畑谷達治・
堀田光生・田中文夫

2015
ジャガイモ黒あし病の病原細菌３種の検
出と同定．

日植病報 81(1): 92（講要）

後藤孝雄・片山克己・
東 一洋

1992
メッシュ気候図利用によるジャガイモ青枯
病の防除対策．

日植病報 58(1): 109.（講要）

後藤孝雄・片山克己・
東 一洋

1992
メッシュ気候図利用によるジャガイモ青枯
病の防除対策．

日植病報 58(1): 109.（講要）

後藤孝雄・片山克己・
東 一洋

1992
メッシュ気候図利用によるジャガイモ青枯
病の防除対策．

九州農業研究 54: 84.

後藤孝雄・泉 省吾・片
山克己・西山 登・鶴内
孝之

1993
短期輪作によるジャガイモ青枯病の防
除．

九州農業研究 55: 81.

後藤孝雄・泉 省吾・片
山克己・西山 昇・鶴内
孝之

1993
短期輪作によるジャガイモ青枯病の防
除．

日植病報 59(1): 50.（講要）

波部一平・大林憲吾 2014
無菌培養植物を用いたin vitro でのジャ
ガイモ青枯病抵抗性検定法．

九州病虫研報 60: 1-8.

波部一平・大林憲吾 2014
ジャガイモ無菌培養苗を用いた青枯病抵
抗性検定法の開発．

九州病虫研報 60: 100. （講要）

波部一平・岳田 司 2015
無菌培養植物を用いたジャガイモ青枯病
菌phylotypeⅠおよびⅣに対する抵抗性
育種素材の探索．

日植病報 81(3): 299.（講要）

波部一平・岳田 司 2015
ジャガイモ青枯病菌 phylotype Ⅳに対す
るジャガイモ無菌培養物を用いたin vitro
青枯病抵抗性検定法の適用．

九州病虫研報 61: 82. （講要）
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波部一平 2016
ジャガイモにおける青枯病抵抗性in vitro
検定法を利用した青枯病菌phylotype Iお
よびIVの温度による発病特性．

九州病虫研報 62: 20-26.

波部一平・岳田 司 2016
In vitro 検定法による本邦産ジャガイモ青
枯病菌のジャガイモに対する病原性．

日植病報 82(3): 285.（講要）

広瀬 清・谷井昭夫・酒
井隆太郎

1981
ジャガイモの種薯および土壌からの軟腐
病原細菌の検出と血清型．

日植病報 47(1): 102-103.（講
要）

堀 正太郎（答） 1917 馬鈴薯の腐敗につき質問竝答．（問答） 大日本農會報 435: 44-45.
堀田光生・大城 篤・古
屋成人・高江洲和子・
土屋健一

2003
日本及び外国産ジャガイモ青枯病菌
（biovar 2, N2）の細菌学的および遺伝的
特性の比較．

日植病報 69(1): 22.（講要）

堀田光生・大城 篤・高
江洲和子・佐藤豊三

2003
沖縄県本島で分離されたジャガイモおよ
びニガウリ青枯病菌の遺伝系統．

日植病報 69(1): 22.（講要）

堀田光生・田中文夫 2008
PCRによるジャガイモ黒脚病菌の検出法
の検討．

日植病報 74(1): 42.（講要）

堀田光生・土屋健一・
田中文夫・菅 康弘・大
城 篤・吉田隆延

2008
マルチプレックスPCRによる国内産ジャガ
イモ青枯病菌のPhylotypeの識別．

日植病報 74(3): 254.（講要）

堀田光生・田中文夫・
不破秀明

2009
ジャガイモの種いも伝染性細菌病の特徴
と簡易保菌検定法．

植防 63(2)：98-103.

堀田光生・田中文夫・
杉山俊平・丸田幸男・
眞岡哲夫

2010
マクロアレイを用いた種いも伝染性病原
細菌の高精度検出法の検討．

日植病報 76(3): 213.（講要）

堀田光生・菅 康弘・大
城 篤・土屋健一

2012
日本産ジャガイモ青枯病菌の遺伝的およ
び生理的特性．

植防 66(5): 274-276.

片山克己・木村貞夫 1982

ジャガイモから分離される青枯病菌
Pseudomonas solanacearum のbiovarにつ
いて．

日植病報 48(3): 373-374.（講
要）

片山克己・木村貞夫 1982
ジャガイモ青枯病に関する研究 第1報 減
收率および塊茎の維管束褐変 ．

九州病虫研報 28: 28-30.

片山克己・木村貞夫・
浜 久助

1983
ジャガイモ青枯病に関する研究 第2報 秋
作の多発要因, 特に温度について．

九州病虫研報 29: 15-18.

片山克己・木村貞夫・
沢畑 秀

1983
西南暖地で栽培されるジャガイモの青枯
病抵抗性品種間差異．

日植病報 49(1): 84-85.（講要）

片山克己・木村貞夫 1983 ジャガイモ青枯病菌biovarの分布と被害．
日植病報 49(3): 412-413.（講
要）

片山克己・木村貞夫 1984
青枯病菌 (Pseudomonas solanacearum )
baiovar IIとIVの純水中及び土壌中にお
ける死滅条件．

日植病報 50(1): 105-106.（講
要）

片山克己・木村貞夫 1984

ジャガイモの青枯病菌 Pseudomonas

solanacearum  biovar ⅡとⅣの分離比率
の変動および寄主範囲．

日植病報 50(3): 418.（講要）

片山克己・木村貞夫・
沢畑 秀

1983
西南暖地で栽培されるジャガイモの青枯
病抵抗性品種間差異．

九州農業研究 45: 103.

片山克己・木村貞夫 1984

青枯病菌（Pseudomonas

solanacearum ）biovalⅡとⅣの純水中およ
び土壌中における耐熱性．

九州農業研究 46: 113.

片山克己・木村貞夫・
新須利則

1984
ジャガイモ青枯病に関する研究 第3報 夏
季露地マルチ及び土壌消毒剤の効果．

九州病虫研報 30: 21-24.

Katayama, K. and

Kimura, S.
1984

Prevalence and temperature requirements

of biovar Ⅱ and Ⅳ sttains of

Pseudomonas solanacearum  from

potatoes.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

50(4): 476-482.

片山克己・木村貞夫 1985
Pseudomonas solanacearum  レース1およ
びレース3の細菌学的性質．

日植病報 51(3): 339.（講要）
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片山克己・小村国則・
亀川 昭・沢畑 秀・木村
貞夫

1986
暖地向きジャガイモ育成系統の青枯病に
対する抵抗性の発現．

日植病報 52(1): 108.（講要）

片山克己・木村貞夫 1986

光電比色計で測定したジャガイモの青枯
病菌 P. solanacearum  の増殖量の生長
曲線式へのあてはめ．

日植病報 52(3): 504.（講要）

片山克己・木村貞夫・
沢畑 秀

1986
ジャガイモ青枯病に関する研究 第4報 土
壌消毒および品種，植付時期の選択によ
る総合防除．

九州病虫研報 32: 20-23.

片山克己・小村国則・
亀川 昭・沢畑 秀・木村
貞夫

1986
暖地向きジャガイモ育成系統の青枯病に
対する抵抗性の発現．

九州農業研究 48: 147.

片山克己・木村貞夫 1987
ジャガイモ青枯病発生の年次間差と気温
および増殖速度．

日植病報 53(1): 85.（講要）

片山克己・木村貞夫 1987
ジャガイモ青枯病の発生生態と防除に関
する研究 第２報 各種防除法およびその
体系化．

長崎農試研報 15: 29-57.

片山克己・木村貞夫 1987
ジャガイモの青枯病発生の年次間差と気
温および増殖速度．

九州農業研究 49: 121.

片山克己 1988 ジャガイモ青枯病の発生生態と防除． 植防 42(6): 299-303.

片山克己 1988
西南暖地におけるジャガイモ青枯病の発
生生態と抑制技術に関する研究．

日植病報 54(3): 279.（学術奨
励賞研究要旨）

片山克己・木村貞夫 1988
ジャガイモ青枯病の発生生態と防除に関
する研究  1 発生生態と病原細菌の系
統．

長崎総農試研報（農業） 14: 1-
30.

片山克己・木村貞夫 1989
ジャガイモ青枯病の発生生態と防除に関
する研究　2 各種防除法およびその体系
化．

長崎総農試研報（農業） 15:
29-57.

片山克己・植松 勉 1991
長崎県内で収穫したジャガイモ青枯病菌
の生理型とそのバクテリオファージ．

日植病報 57(1): 83.（講要）

片山克己・後藤孝雄・
植松 勉・廣谷 弘

1991
ジャガイモ青枯病に関する研究 第5報 数
種土壌消毒剤の効果．

九州病虫研報 37: 3-5.

片山克己・植松 勉 1991
長崎県内で収穫したジャガイモ青枯病菌
の生理型とそのバクテリオファージ．

九州農業研究 53: 84.

川上清隆・小林敏郎・
小畑琢志・富永時任

1974
北海道におけるジャガイモ黒脚病につい
て．

日植病報 40(3): 201.（講要）

川上清隆・小林敏郎 1975 ジャガイモ黒脚病の抗血清による診断． 日植病報 41(1): 120.（講要）

川上清隆・小林敏郎 1975
ジャガイモ黒脚病菌に寄主特異的なバク
テリオファージ．

日植病報 41(3): 280-281.（講
要）

川上清隆・小林敏郎・
小畑琢志・富永時任

1976
ジャガイモ黒あし病に関する研究 Ⅰ 病
原細菌の細菌学的性質．

植防研報 13: 19-30.

川上清隆・工藤浩平・
小林敏郎

1977
ジャガイモ黒あし病に関する研究 Ⅱ 黒あ
し病の抗血清による診断．

植防研報 14: 24-31.

木村貞夫 1977
収穫後のジャガイモ塊茎腐敗防止につい
て 第1報 軟腐病感染条件の検討．

九州病虫研報 23: 57-59.

木村貞夫・小川義雄・
知識敬道

1979
ジャガイモの軟腐病による塊茎腐敗の防
止法 －暖地ジャガイモの出荷前処理．

長崎総農試研報（農業） 7:
100-121.

木村伸司・柳田麒策 1974
接種塊茎によるジャガイモ黒脚病の発病
経過．

日植病報 40(2): 119.（講要）

木村伸司 1975
接種塊茎によるジャガイモ黒脚病の発病
経過 (2)．

日植病報 41(1): 128.（講要）

木村伸司・柳田駅策 1978
種いも及び発病茎におけるジャガイモ黒
あし病原菌の消長．

日植病報 44(1): 72.（講要）

木村伸司 1980
種いも接種によるジャガイモ黒あし病の発
生経過．

北海道農試研報 125: 9-16.

木村伸司 1980 罹病ジャガイモ上の黒あし病菌の推移． 北海道農試研報 125: 17-22.
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小林敏郎・川上清隆 1977
ジャガイモ黒あし病に関する研究 Ⅲ 黒あ
し病菌に寄主特異的なファージ．

植防研報 14: 32-37.

高知農試 1916 馬鈴薯湿性腐敗病予防試験． 病蟲雜 3(6): 473.
Koike, M., Kozawa, T.,

Okino, K.,  Nagao, H.

and Shimada, T.

1996
In vitro  evaluation of potato resistance

Verticillium albo-atrum .

Res. Bull.Obihiro Univ. 20(1):

11-16.

小室幸子・土屋健一・
Mulya,K.・堀田光生・
百町満朗

2003 インドネシア産青枯病菌の多様性． 日植病報 69(1): 42.（講要）

近藤 史・牛木 純・福田
豊・上田 実・内藤繁男

2001
ジャガイモ指斑病の発生に及ぼすカルシ
ウムおよびホウ素肥料の影響．

土肥誌 72(2): 230-236.

小山八十八・星野好博 1950
馬鈴薯凋萎病発生実態調査結果に就
て．

日植病報 14(1・2): 39.（講要）

黒木達也・小松亜璃
沙・森 太郎・松崎弘
美・松添直隆

2014
非病原性Ralstonia solanacearum による
ジャガイモ青枯病の発病抑制．(植物病
理)

土と微生物 68(2): 114-115.
（講要）

前田征之・渡辺 忍・寺
田恵里香・安岡眞二・
田中文夫・美濃羊輔

1997
ジャガイモ黒脚病菌 (Erwinia

chrysanthemi ) の塊茎内部保菌．
北日本病虫研報 48: 66-68.

Masangcay, T. 2015

Mapping of bacterial wilt population in

potato growing areas in Benguet and

Mountain Province: An important facet in

seed production.

 118th Ann. Meeting .Jpn. Soc.

Trop. Agr., A-61. (abs.)

永松 貢 1960
じゃがいもの俵内温湿度と軟腐病菌の感
染状況．

日植病報 25(1): 47-48.（講要）

中保一浩・秋津教雄・
仲川晃生

2006
ジャガイモマイクロチューバーへのシュー
ドモナス・フルオレッセンス剤処理方法の
検討．

日植病報 72(1): 39-40. （講
要）

中村吉秀・落合弘和・
加来久敏・後藤孝雄・
土屋健一・堀田光生・
平八重一之・日比忠明

1993

ジャガイモ青枯病菌(Pseudomonas

solanacearum )の大腸菌rRNA(16S+23S)
プローブによるRFLP解析．

日植病報 59(3): 306.（講要）

中村吉秀・後藤孝雄 1994
春作におけるジャガイモ青枯病の発病条
件．

日植病報 60(6): 734-735.（講
要）

中村吉秀・後藤孝雄 ・
仲川晃生

1995
ジヤガイモ青枯病の品種抵抗性検定法
(予報)．

日植病報 61(6): 596.（講要）

中村吉秀・後藤孝雄 1995
春作におけるジャガイモ青枯病の発病条
件．

九州農業研究 57: 87.
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鈴木橋雄・渡邊 實 1950
馬鈴薯疫病に對する抵抗性と細胞液濃
度との關係．
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高桑 亮・高瀬 昇・富山
宏平

1955
日本における馬鈴薯疫病菌新系統の発
生について.
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日植病報 25(1): 21-22.（講要）

高桑 亮 1960
抵抗性馬鈴薯生体通過による馬鈴薯疫
病菌の病原性の変化について (予報)．
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題点．（イネいもち病とジャガイモ疫病，抵
抗性育種）．
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日植病報 79(3): 163.（講要）

馬場ゆき子・水沼花
織・秋野聖之・近藤則
夫

2009

マイクロサテライトマーカーを利用した日
本産Phytophthora infestans  菌株遺伝子
型判定のための実用的な方法．

日植病報 75(1): 89.（講要）

蔡 熙秉・道家紀志 1983
ジャガイモ疫病菌接種植物葉における活
性酵素生成様相と胞子発芽液接種前処
理によるその生成促進．

日植病報 49(3): 378.（講要）

蔡 熙秉・道家紀志 1986

Phytophthora infestans の遊走子発芽液
によるジャガイモ葉の過敏感反応の活性

化と感染に伴うO-2生成反応の変化．

日植病報 52(1): 131.（講要）

蔡 熙秉・道家紀志 1986
Phytophthora infestans に対する全身抵抗
性獲得ジャガイモ植物の活性酸素代謝系
と生育の変化．

日植病報 52(1): 131.（講要）

Chai, H.B. and Doke,

N.
1987

Systemic activation of O2
-
 generating

reaction, superoxide dismutase, and

peroxidase in potato plants in relation to

iInduction of systemic resistance to

Phytophthora infestans .

Ann. Phytopath. Soc. Japan

53(5): 585-590.

出口友美・加藤新平・
吉岡博文・道家紀志・
川北一人

2003
ジャガイモ植物におけるMAPキナーゼ
(StMPK1)の脱リン酸化による活性制御．

日植病報 69(3): 248.（講要）

出口友美・加藤新平・
吉岡博文・道家紀志・
川北一人

2005
ジャガイモ植物のMAPキナーゼを不活性
化するタンパク質脱リン酸化酵素の性質．

日植病報 71(1): 53.（講要）

道家紀志・冨山宏平 1973
宿主－寄生菌相互反応における菌体蛋
白成分と宿主細胞成分との反応．

日植病報 39(3): 211.（講要）

道家紀志・冨山宏平・
李 好植・西村範夫

1974
宿主－寄生菌相互反応における菌成分
と宿主蛋白質性成分の無細胞系における
反応．

日植病報 40(2): 142.（講要）

道家紀志 1974
ジャガイモ疫病における遊走子成分によ
る親和性の誘導．

日植病報 40(3): 179.（講要）

道家紀志・冨山宏平・
西村範夫

1975
ジャガイモ疫病菌遊走子成分の宿主成分
との反応と宿主組織におよぼす影響．

日植病報 41(1): 105.（講要）

道家紀志 1975
ジャガイモ疫病菌遊走子・被嚢胞子およ
び発芽胞子とジャガイモ組織のマイクロ
ゾーム分画との反応．

日植病報 41(3): 261.（講要）

道家紀志・冨山宏平 1975
ジャガイモ疫病菌遊走子のCaCl2による同
調的被のう化と発芽および発芽過程の物
質溶出．

日植病報 41(3): 261-262.（講
要）

Doke, N., Tomiyama,

K., Nishimura, N. and

Lee H.S.

1975

In vitro  interactions between components

of Phytophthora infestans  zoospores and

components of potato tissue.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

41(5): 425-433.
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道家紀志・冨山宏平 1976
Phytophthora infestans  遊走子の細胞壊
死反応誘導成分のジャガイモ細胞の膜系
に及ぼす影響とその反応機構．

日植病報 42(1): 84-85.（講要）

道家紀志・冨山宏平 1976

SH基結合剤処理ジャガイモ細胞の
Phytophthora infestans 感染に対する反
応．

日植病報 42(3): 336.（講要）

道家紀志・N. Lisker・J.
Kuć

1978
Phytophthora infestans の過敏感反応抑
制物質と誘導物質の作用様相．

日植病報 44(1): 93-94.（講要）

道家紀志・J. Kuć 1978
Phytophthora infestans の発芽過程におけ
る品種特異的過敏感反応抑制因子の放
出．

日植病報 44(3): 358.（講要）

道家紀志・酒井 進・冨
山宏平

1979
Phytophthora infentans  の多糖成分の宿
主及び非寄主植物組織に及ぼす影響 －
過敏感反応誘導性について．

日植病報 45(1): 107.（講要）

Doke, N., Sakai, S. and

Tomiyaka, K.
1979

Hypersensitive reactivity of various host

and nonhost plant leaves to cell wall

components and soluble glucan isolated

from Phytophthora infestans.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

45(3): 386-393.

道家紀志・冨山宏平 1979

ジャガイモ・プロトプラストのPhytophthora

infentans  細胞壁成分に対する過敏感反
応性と菌体水溶液グルカンの反応抑制．

日植病報 45(4): 533-534.（講
要）

道家紀志・Adan Vite
Ramirez・冨山宏平

1979
菌体細胞壁成分によるジャガイモおよびト
マトのジャガイモ疫病菌に対する獲得抵
抗性の誘導 ．

関西病虫研報 21: 71.（講要）

道家紀志・森 正樹・冨
山宏平

1980

ジャガイモおよびトマトの全身獲得抵抗性
葉における Phytophthora infestans  の行
動と宿主反応．

日植病報 46(1): 93.（講要）

道家紀志・伊藤裕子・
冨山宏平

1980
ジャガイモ疫病における宿主・寄生菌相
互作用研究のための遊離細胞系の検討
と問題点．

日植病報 46(3): 384.（講要）

道家紀志 1981
Phytophthora infeatana に対するジャガイ
モ葉と塊茎組織の抵抗性強度と過敏感細
胞反応の品種間比較．

日植病報 47(1): 125.（講要）

道家紀志・古市尚高 1981
ジャガイモの疫病抵抗性強度と感染細胞
および菌体壁成分に対するプロトプラスト
の過敏感反応性について．

日植病報 47(3): 383-384.（講
要）

道家紀志 1982
ジャガイモ疫病における宿主・寄生菌特
異性の生理化学的機構 －NADPH－ チ
トクロムC還元酵素の活性について．

日植病報 48(3): 362.（講要）

道家紀志・鈴木才将 1982
Phytophthora infestans  と P. capsici の宿
主選択機構 －過敏感反応の誘導および
抑制因子が関与するか．

日植病報 48(1): 108.（講要）

道家紀志 1983
非親和性細胞反応融合期のNADPH依存
活性酵素生成系の活性化と親和性反応
におけるその抑制 －ジャガイモの場合．

日植病報 49(1): 108.（講要）

道家紀志 1984
ジャガイモ植物の温度ストレス下における
動的抵抗性反応不発現の生理学的解
析．

日植病報 50(1): 126-127.（講
要）

道家紀志・川口 章 1985

ジャガイモ組織における過敏感反応誘導

時のNADPH-O-
2生成反応とファイトアレ

キシン誘導との関連性．

日植病報 51(1): 86.（講要）

道家紀志・蔡 熙秉 1985

ジャガイモ細胞の過敏感反応誘導時にお

けるNADPH依存O-
2生成系の活性化とそ

のCa⧺依存性．

日植病報 51(3): 375.（講要）
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道家紀志・伊藤 茂・蔡
熙秉

1987
Phytophthora infestans  の菌体壁成分で
処理したジャガイモ植物の生育，塊茎形
成および疫病抵抗性に関する圃場実験．

日植病報 53(1): 98.（講要）

道家紀志 1987
ジャガイモ細胞の過敏感反応始動期にお
ける原形質膜結合Caイオンの遊離．

日植病報 53(3): 391.（講要）

道家紀志・西村正暢 1989

ジャガイモの過敏感細胞反応における細
胞内情報伝達機構： 活性酵素生成
NADPH酸化酵素系とホスホリパーゼA2の
活性化．

日植病報 55(1): 94.（講要）

道家紀志・川口悦男・
西村正暢

1989
Phytophthora infestans  の感染・侵入時に
おけるホスホグルカンサプレッサーの放出
とその性質．

日植病報 55(4): 478.（講要）

道家紀志・伊藤 茂・蔡
熙秉・三浦由雄

1990
種いもの「免疫処理」によるジャガイモ植
物の疫病抵抗性の増強と塊茎生産の促
進．

日植病報 56(3): 361.（講要）

道家紀志 1991
免疫処理による植物病害抵抗性の増強：
ジャガイモ疫病．

植防 45(3): 101-105.

道家紀志 1997
ジャガイモ疫病における宿主の生体防御
機構と寄生性制御に関する研究．

日植病報 63(3): 130-132.

道家紀志 2001
ジャガイモの病害抵抗性とオキシダティブ
バースト．

植物の生長調節 36(2): 143-
149.

道家紀志 2005
過敏缶反応から学んだ作物の耐病性強
化戦略 －主としてジャガイモ疫病の研究
を通して－．

日植病報 71(3): 139-142.

藤井直哉・秋野聖之・
生越 明

1998
DNA-RDA法によって分離されたジャガイ
モ疫病菌A2交配型菌株に特異的な
cDNAについて．

日植病報 64(6): 582.（講要）

Fujii, N., Akino, S.,

Nishimura, R. and

Ogoshi, A.

1999

Specifically isolated CDNA using cDNA-

RDA from A2 mating type isolates of

Phytophthora infestans .

Jour. Fac. Agr. Hokkaido Univ.

69(3): 171-179.

古市尚高・冨山宏平 1978
無傷ジャガイモ塊茎細胞は過敏感反応能
を持っているか?

日植病報 44(1): 93.（講要）

古市尚高・冨山宏平・
道家紀志

1978
ジャガイモ無傷細胞における過敏感反応
の感染による非活性状態 (StateⅠ)から活
性状態 (StateⅡ)への移行．

日植病報 44(3): 358.（講要）

古市尚高・冨山宏平・
道家紀志・辻本隆司

1979
ジャガイモレクチンによるジャガイモ疫病
菌とジャガイモ塊茎細胞 membrane rich
fraction との結合．

日植病報 45(1): 107.（講要）

Furuichi, N, Tomiyama,

K., Doke, N. and

Nozue, M.

1979

Inhibition of further development of

hypersensitive reactivity to Phytophthora

infestans  by blasticidin S in cut tissues of

potato tuber at various stages of aging

process.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

45(2): 215-220.

古市尚高・冨山宏平・
道家紀志・辻本隆司

1979
レクチンによるジャガイモ疫病菌菌体表面
と宿主単離細胞膜の結合ならびに発芽胞
子の凝集．

日植病報 45(4): 534.（講要）

Furuichi, N.,

Tomiyama, K. and

Doke, N.

1980

Induction of hypersensitive reactivity in

juvenile potato cell to compatible race of

Phytophthora infestans  by its infection

per se .

Ann. Phytopath. Soc. Japan

46(2): 247-249.

古市尚高・冨山宏平・
道家紀志

1980
Potato lectin による疫病菌菌体表面と
ジャガイモ・プロトプラストの結合およびそ
の反応．

日植病報 46(3): 383-384.（講
要）

古市尚高・冨山宏平・
道家紀志

1981
ジャガイモレクチンと疫病菌細胞壁表面と
の相互作用に及ぼす過敏感反応抑制成
分菌体グルカンの影響．

日植病報 47(3): 384.（講要）
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Furuichi, N.,

Tomiyama, K. and

Doke, N.

1982

Effect of water soluble glucan of

Phytophthora infestans  on the

agglutination of germinated systospores

caused by potato lectin.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

48(2): 234-237.

古市尚高・及川胤昭・
道家紀志・冨山宏平

1982
ジャガイモ疫病菌菌体成分を用いたア
フィニティクロマトグラフィーによる宿主の
結合性蛋白質の探索．

日植病報 48(1): 108.（講要）

古市尚高・鈴木譲一・
及川胤昭

1987
ジャガイモの過敏感細胞死 (1) 疫病菌に
対する受容体蛋白質の純化．

日植病報 53(1): 90.（講要）

古市尚高・鈴木譲一 1987
ジャガイモ疫病菌の病原性因子（グルカ
ン）に対する宿主受容体蛋白質の解析．

日植病報 53(3): 391.（講要）

古市尚高・鈴木譲一 1987
ジャガイモの過敏感細胞死 (2) 宿主細胞
膜に存在する疫病菌細胞壁成分に対す
る受容体様蛋白質．

日植病報 53(3): 391-392.（講
要）

古市尚高 1988 ジャガイモの疫病菌感染と過敏感反応． 植防 42(12): 577-580.

Furuichi, N. and

Suzuki, J.
1988

Use of enzyme-linked immunosorbent

assay for characterization of water soluble

glucan, the suppressor of hypersensitive

response of potato cells caused by

Phytophthora infestans.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

54(1): 45-51.

古市尚高・鈴木譲一 1988
ジャガイモの過敏感細胞死 (Ⅲ) ジャガイ
モ疫病菌の発芽管表面のエリシター活性
の検討．

日植病報 54(1): 89.（講要）

古市尚高・鈴木譲一 1988
ジャガイモの過敏感細胞死 (4) 疫病菌β
-Glucan 結合宿主タンパク質の精製およ
び局在部位．

日植病報 54(3): 361-362.（講
要）

古市尚高・鈴木譲一・
大場昭悦・A.J.
Anderson

1989
ジャガイモの過敏感細胞死 (7) 疫病菌グ
ルカンの宿主遺伝子の発現に及ぼす影
響．

日植病報 55(4): 478-479.（講
要）

古市尚高・鈴木譲一 1990
ジャガイモの過敏感細胞死 (10) 疫病菌
サプレッサーの化学的特性について．

日植病報 56(3): 362-363.（講
要）

Furuichi, N. and

Suzuki, J.
1990

Purification and properties of suppressor

glucan isolated from Phytophthora

infestans .

Ann. Phytopath. Soc. Japan

56(4): 457-467.

古市尚高・鈴木譲一・
加藤久晴・平井智美

1991
ジャガイモの過敏感細胞死 (11) 疫病菌
サプレッサーに対する認識機構．

日植病報 57(3): 413.（講要）

Furuichi, N.,

Nishimura, S. and

Langsdorf, G.

1992

Effect of alternaric acid, a toxin of

Alternaria solani, on the hypersensitive

response of potato to Phytophthora

infestans .

Ann. Phytopath. Soc. Japan

58(1): 1-7.

古市尚高・宮川 恒 1992
パルスドアンペロメトリック検出クロマトグラ
フィーによるジャガイモ疫病菌サプレッ
サーの構造解析と生理活性について．

Ann. Phytopath. Soc. Japan
58(4): 565-566. (abs.)

N. Furuichi・EA.J.

Anderson・Y. Suzuki・J.

Takemoto・ E. Hisada・

ER. Ikeda・K. Tutida

1993

Specific phosphorylation of plasma

membrane H
+
-ATPase of potato and bean

cells stimulated by the fungal suppressor

and elicitor of Phytophthora infestans .

日植病報 59(3): 268.（講要）

古市尚高・松原巳致・
田淵浩康・市原耿民

1994
ジャガイモ細胞膜 [H+] ATPase活性に対
する病原性因子アルタナリック酸およびサ
プレッサーの影響．

日植病報 60(3): 315-316.（講
要）

古市尚高・松原巳致・
田淵浩康・市原耿民・
Y. SUZUKI・A.J.
ANDERSON

1995
ジャガイモ疫病菌に対する抵抗性発現に
おけるジャガイモ細胞膜プロテインキナー
ゼの役割．

日植病報 61(3): 248.（講要）
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古市尚高・稲川淳一 ・
高村則子・金山貴明・
鈴木由香

1996

ジャガイモ細胞の疫病菌サプレッサー認

識機構： ジャガイモ細胞膜Ca2+依存型タ
ンパク質キナーゼ(CPK)とサプレッサーと
の結合解析．

日植病報 62(3): 292-293.（講
要）

古市尚高・金山貴明・
加藤美紀・奥田智勇・
青柳雅昭

1997

ジャガイモ細胞膜の疫病菌グルカン受容

体タンパク質の役割II. Ca2+依存型タンパ
ク質キナーゼ(CPK)と疫病グルカンの
IAsysによる結合解析．

日植病報 63(3): 236.（講要）

古市尚高・松原巳致・
高村則子・北 宜裕・奥
田智勇・加藤美紀

1997
ジャガイモの防御反応におけるジャガイモ
疫病菌サプレッサー受容体の役割．

日植病報 63(6): 499.（講要）

古市尚高・加藤美紀・
高村則子・寺田恵都
子・加藤武司

1997
疫病菌に対するジャガイモの防御反応：
塊茎ミクロソーム分画における活性酸素
生成成分の単離の試み．

北陸病虫研報: 41–44.

古市尚高・池田静香・
奥田智勇

1998
抵抗性遺伝子Ptoプローブを用いたジャ
ガイモのPto遺伝子ホモログのクローニン
グ．

日植病報 64(4): 354.（講要）

古市尚高・奥田智勇・
梅山慎太郎

1999

疫病菌に対するジャガイモの抵抗性機
構： 疫病菌サプレッサーと宿主受容体
GST融合タンパク質キナーゼとの結合解
析．

日植病報 65(3): 327.（講要）

古市尚高・奥田智勇・
原 啓高・A.Hassan

2000

ジャガイモの疫病抵抗性機構  サプレッ

サー受容体Ca2+依存型プロテインキナー
ゼ（CPK）の構造と活性調節．

日植病報 66(2): 112.（講要）

古市尚高 ・佐治佳子・
横川和俊 ・金城政孝

2003

ジャガイモ疫病菌に対するジャガイモの
抵抗性機構: 疫病菌サプレッサーとエリシ
ターのCDPKタンパク質キナーゼへの情
報伝達およびsmGFP::CDPKの局在．

日植病報 69(3): 250.（講要）

古市尚高・ハッサン・横
川和俊・齋藤勇太・金
城政孝

2003
疫病菌サプレッサーとエリシタ－のCDPK
キナーゼとの相互作用および
GFP::CDPK1の局在．

北陸病虫研発表会 55回. （講
要）

古市尚高・鈴木文子・
松崎美波・堀米恒好・
大西耕二・田中秀明・
月原富武

2004
ジャガイモの抵抗性機構： 活性酸素生成
酵素の制御機構について．

日植病報 70(1): 35-36. （講
要）

古市尚高・横川和俊・
金城正孝・八木昌弘・
阿久津秀雄

2005
疫病菌に対するジャガイモの抵抗性機
構： 疫病菌エリシターのCDPK1キナーゼ
情報伝達とGFP-CDPK．

日植病報 71(3): 191.（講要）

古市尚高・横川和俊・
加藤美紀

2005
ジャガイモの防御機構：ジャガイモ活性酸
素生成NADPHオキシダーゼの疫病菌制
御因子による制御機構．

北陸病虫研発表会 57回. （講
要）

古市尚高・長岡朝彦・
八木宏昌・阿久津秀
雄・金城正寿

2006

疫病菌に対するジャガイモの抵抗性機

構： 疫病菌サプレッサーとCDPK-1(Ca2
+

依存型キナーゼ）情報伝達のFCS（－分
子蛍光相関）解析．

日植病報 72(4): 232.（講要）

古市尚高・八木宏昌・
阿久津秀雄・君島悦夫

2007

疫病菌に対するジャガイモのAOS生成機

構： 疫病菌サプレッサーとCDPK（Ca2+依
存型キナーゼ）情報伝達機構のLSM解
析．

日植病報 73(3): 209.（講要）

古市尚高・横川和俊・
君島悦夫・平塚和之

2007
ジャガイモ疫病菌由来の新規活性酸素種
（AOS)誘導因子（PiPE）は過敏感反応お
よびオキシダテブバーストを引き起こす．

北陸病虫研発表会 59回.（講
要）

古市尚高・斎藤恵美・
佐藤岳実

2008
Ca2+依存型キナーゼによる疫病菌サプ
レッサーとエリシターの過敏感防御反応
の抑制シグナル伝達 ．

北陸病虫研発表会 60回.（講
要）
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古市尚高・八木宏昌・
阿久津秀雄・金城政孝

2008

疫病菌に対するジャガイモの防除機構：

疫病菌サプレッサー(SUP)とCDPKi（Ca2+

依存型キナーゼ）シグナル伝達のレー
ザー顕微解析．

日植病報 74(3): 199.（講要）

古市尚高 2008
植物病原菌の防御反応の誘導機構
CDPKエリシター受容蛋白質遺伝子の解
析．

新潟大農研報 60(2): 91-95.

Furuichi, N., Kinjo, M.

and Yokokawa, K.
2009

The calcium-dependent protein kinase

(CDPK) from potato, localizes to the

plasma membrane and activates the

signaling of elicitor and suppressor of

Phytophthora infestans .

Ann. Phytopath. Soc. Japan

75(3): 200. (abs.)

Furuichi, N.,

Yokokawa,K.,

Okumura,H. and Ohta,

M.

2010

Defence reaction of potato cell.  The

suppressor and PiP elicitor signal

transduction with Ca
2+

 dependent protain

kinase (CDPK) in the AOS generation with

NADPH oxidase (rboh-gene) in the host

cells.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

76(3): 175. (abs.)

古市尚高・岡村久一・
堀米恒好・太田雅寿

2010
疫病菌エリシターによるジャガイモの防御
反応：宿主CDPKキナーゼを介した過敏
感反応の誘導機構．

北陸病虫研発表会 62回.（講
要）

古市尚高・横川和俊・
太田雅寿

2011
ジャガイモ活性酸素生成遺伝子（Rboh）
の発現と疫病菌PiPEエリシターによる誘
導．

北陸病虫研発表会 63回.（講
要）

古市尚高・横川和俊・
太田雅寿

2011
疫病菌PiPEエリシターはCDPK を活性化
し活性酸素生成と過敏感反応を誘導す
る．

日植病報 77(3): 175.（講要）

Furuichi, N., Okamura,

H., and Ohta, M.
2012

Ca
2+

-dependent protein kinase of potato

recognized PiP elicitor and the suppressor

signals of Phytophthora infestans  to

control hypersensitive cell deth in plant

cell.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

78(3): 215. (abs.)

Furuichi, N.,

Yokokawa, K.,

Okamura, H. and Ohta,

M.

2014

A PAMP elicitor from Phytophthora

infestans  induces active oxygen species

and the hypersensitive response in potato.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

80(4): 244. (abs.)

古瀬勝美・川北一人・
道家紀志

1992
ジャガイモ細胞の過敏感反応におけるア
クチンの関与．

日植病報 58(4): 565.（講要）

伏見真由香・小鹿 一・
加藤新平・川北一人・
竹本大吾

2015
ベンサミアナタバコのファイトアレキシン合
成酵素遺伝子 NbEAS のプロモーター領
域の解析．

日植病報 81(3): 238.（講要）

願野郁海・瀧波依里
子・加藤大明・佐藤育
男・千葉壮太郎・竹本
大吾・川北一人

2016
ニトロス化候補タンパク質RuBisCO活性化
酵素のベンサミアナタバコにおける抵抗
性への関与．

日植病報 82(3): 192.（講要）

原 啓高・古市尚高・奥
田智勇・Hassan,A.

2000
ジャガイモ抵抗性及び罹病性品種からの
カルシウム依存型プロティンキナーゼ
（CPK）遺伝子の構造解析．

日植病報 66(2): 110-112.（講
要）

原 裕太・柴田祐介・竹
本大吾・川北一人

2010
ベンサミアナタバコのジャガイモ疫病菌抵
抗性と活性酸素生成における低分子量
および３量体Ｇタンパク質の関与．

日植病報 76(1): 53.（講要）
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Hassan, A., Furuichi,

N., Oikawa, H., Okuta,

T. znd  Hatsugai, N.

2000

Recombinant protain preparation of

calcium dependent protain kinase gene

(CPK), a receptor gene of potato for

suppressor from Phytophthora infestans ,

from potato and Arabidopsis .

J.Gen.Plant Pathol. 66(2):

111.(abs.)

Hassan, A., Okuta, T.,

Oikawa, H., Ichihara,

A., Hatsugai, N. and

Furuichi, N.

2001

Effect of fungal metabolites on the activity

of fusion protain of calcium-dependent

protain kinase from potato RiCDPK2.

J.Gen.Plant Pathol. 67(2): 125.

(abs.)

初谷紀幸・古市尚高・
加藤美紀・藤原 明

1999
ジャガイモ疫病菌の抗エリシターモノク
ローナル抗体を用いたエリシタタンパク質
をコードする遺伝子の単離．

日植病報 65(3): 328.（講要）

初谷紀幸・古市尚高・
松浦貴明・池田玲子

2000

ジャガイモ疫病菌の菌体壁エリシタータン
パク質，エリシチン，糖タンパク質エリシタ
をコードしているcDNAの単離と構造解
析．

日植病報 66(2): 113-114.（講
要）

初谷紀幸・松浦貴明・
古市尚高

2001

ジャガイモにおける過敏感細胞死や活性
酸素種生成を誘導するジャガイモ疫病菌
のタンパク質エリシターをコードする遺伝
子のクローニング．

日植病報 67(2): 125126.（講
要）

早川幸江・吉岡博文・
道家紀志

1993

ジャガイモ植物における防御遺伝子の発
現抑制： ジャガイモ疫病菌が生産するサ
プレッサーのPALおよびHMGR遺伝子発
現に及ぼす影響．

日植病報 59(6): 753.（講要）

Helmi, A・朴 海準・吉
岡博文・川北一人・道
家紀志

1998
全身獲得抵抗性の誘導に関わる新しいシ
グナル伝達  エリシター処理による全身的
オキシダティブバーストの誘導．

日植病報 64(6): 617. （講要）

市川達士・・川北一人・
吉岡博文

2007
CDPKの脂質修飾部位がStrbohB依存症
の活性酸素生成に関与する．

日植病報 73(3): 208-209.（講
要）

市川達志・石濱伸朗・
上吉原裕亮・森 仁志・
寺岡博文

2009
StCDPK5のStRBOHBに対する認識機構
について．

日植病報 75(3): 264.（講要）

井戸邦彦・竹本大吾・
道家紀志・川北一人

1999
ジャガイモ植物における疫病菌菌体壁エ
リシター誘導性遺伝子のクローニング．

日植病報 65(3): 324.（講要）

井戸邦彦・竹本大吾・
吉岡博文・道家紀志・
川北一人

2000
ジャガイモ植物におけるエリシター誘導性
遺伝子群の探索と発現解析（１）－
Subtraction法による－．

日植病報 66(3): 287.（講要）

池田直希・加藤新平・
川北一人・道家紀志・
吉岡博文

2003
植物の過敏感細胞死におけるMAPKカス
ケードの関与について．

日植病報 69(3): 248-249.（講
要）

石栗幸男・冨山宏平・
道家紀志

1977
ジャガイモ塊茎組織の切断によるリシチン
代謝系の誘導．

日植病報 43(1): 96.（講要）

Ishiguri, Y., Tomiyama,

K., Murai, A., Katsui,

N. and Masamuna, T.

1978

Toxicity of rishitin, rishitin-M-1 and

rishitin-M-2 to Phytophthora infestans  and

potato tissue.

日植病報 44(１): 52-56.

石栗幸男・冨山宏平・
道家紀志・村井章夫・
勝井信勝・正宗 直

1978
健全ジャガイモ塊茎組織におけるrishitin
代謝系とその意義．

日植病報 44(3): 357-358.（講
要）

石濱伸明・吉岡博文・
川北一人・道家紀志

2006
全身的活性酸素生成に応答するC2H2

type Zn Finger Protein遺伝子プロモータ
の機能解析．

日植病報 72(1): 67.（講要）

石濱伸明・川北一人・
道家紀志・吉岡博人

2007
PPS8のサイレンシングはジャガイモ疫病
菌に対する感受性を高める．

日植病報 73(3): 208.（講要）

石濱伸明・吉岡博文 2008
PPS8/StWRKY4 のリン酸化による機能制
御．

日植病報 74(3): 200.（講要）
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石濱伸明・山田麗子・
吉岡博文

2010
MAPK の基質であるNbWRKY8 は
HMGR2 の発現を正に制御する．

日植病報 76(1): 54.（講要）

石坂信之・佐藤章夫・
冨山宏平・正宗 直・勝
井信勝

1967 Rishitinの２，３の生理学的性質． 日植病報 33(2): 75.（講要）

石坂信之・佐藤章夫・
冨山宏平

1967
ジャガイモ疫病感染による solanine,
rishitin 代謝系の転換．

日植病報 33(5): 350.（講要）

石坂信之・冨山宏平・
勝井信勝・正宗 直

1967 Rishitin および solanine の生物活性 (1)． 日植病報 33(5): 350.（講要）

石坂信之・冨山宏平・
勝井信勝・村井章夫・
正宗 直

1968 Rishitin および solanine の生物活性 (2)． 日植病報 34(3): 180.（講要）

石坂信之・冨山宏平 1969
ジャガイモ塊茎の癒傷組織の形成に及ぼ
すジャガイモ疫病の感染の影響．

日植病報 35(5): 371.（講要）

Ishizuka, N. and

Tomiyama, K.
1970

Effect of Phytophthora infestans  infection

on wound periderm formation in cut potato

tuber tissue.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

36(4): 243-249.

石坂信之・冨山宏平 1970
ジャガイモ塊茎の疫病抵抗性反応 －罹
病性および抵抗性におけるリシチンおよ
びソラニンの生成．

日植病報 36(5): 366-367.（講
要）

石坂信之・冨山宏平 1971
ジャガイモ塊茎組織におけるリシチンの減
少．

日植病報 37(3): 177-178.（講
要）

石坂信之 1972
ジャガイモの罹病塊茎およびトマトの罹病
果実からのリシチンの分離．

日植病報 38(3): 195.（講要）

石坂信之 1973 滅菌塊茎におけるリシチンの生成． 日植病報 39(2): 149.（講要）

石坂信之 1973
ジャガイモおよびトマトの自然病斑からの
リシチンの検出．

日植病報 39(3): 211.（講要）

石坂信之・佐藤章夫・
松永 旭・勝井信勝

1974
罹病ジャガイモより得られたルビミンの生
物活性について．

日植病報 40(2): 119.（講要）

伊藤靖浩・吉岡博文・
小鹿 一・道家紀志・川
北一人

2004
活性酸素生成を指標としたジャガイモ疫
病菌エリシターの精製．

日植病報 70(1): 58.（講要）

伊藤靖浩・吉岡博文・
小鹿 一・道家紀志・川
北一人

2004
ジャガイモ疫病菌からの活性酵素生成エ
リシターの単離とその性質．

日植病報 70(3): 199-200.（講
要）

伊藤夢子・古岡博文・
道家紀志

1998
ジャガイモにおける3-hydroxy-3-
methylglutaryl CoA reductase遺伝子のク
ローニング．

日植病報 64(4): 355.（講要）

伊藤夢子・吉岡博文・
道家紀志

1999
ジャガイモ植物における3-hydroxy-3-
methylglutaryl CoA reductase 3遺伝子の
クローニングおよびその構造解析．

日植病報 65(3): 324.（講要）

伊藤夢子・吉岡蛭文・
道家紀志

2000
ジャガイモ植物における3-hydroxy-3-
methylglutaryl CoA reductase 2および3
遺伝子のプロモーター解析．

日植病報 66(2): 109.（講要）

伊代住浩幸・貫井秀
樹・加藤公彦

2008
病害抵抗性誘導物質の前処理がコムギ
及びバレイショにおけるエリシター応答発
光（ERPE）に及ぼす影響．

日植病報 74(3): 276.（講要）

金子真美・多賀正節 2006
フローサイトメトリーによるジャガイモ疫病
菌の核ゲノムサイズ解析．

日植病報 72(4): 244.（講要）

加藤大明・竹本大吾・
森 仁志・川北一人

2009
ジャガイモ葉におけるS-ニトロソ化され得
るタンパク質の特定．

日植病報 75(3): 264-265.（講
要）

加藤大明・竹本大吾・
川北一人

2011
ジャガイモ塊茎におけるＳ-ニトロソ化タン
パク質の検出．

日植病報 77(1):  67-68.（講
要）

加藤大明・竹本大吾・
川北一人

2012
ジャガイモ疫病菌接種ジャガイモ葉にお
いて検出されるニトロソ化タンパク質とそ
の機能．

日植病報 78(1): 36.（講要）
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加藤大明・竹本大吾・
川北一人

2012
植物の感染応答におけるニトロソ化タンパ
ク質StRanBP1 の機能解析．

日植病報 78(3): 213.（講要）

加藤大明・竹本大吾・
川北一人

2013
ジャガイモ植物の感染応答におけるニトロ
ソ化タンパク質の同定．

日植病報 79(3): 160-161.（講
要）

加藤久晴 2002
ジャガイモチトクロムP450遺伝子
(CYP72A29)の発現解析．

日植病報 68(2): 242.（講要）

加藤 潔・冨山宏平・岡
本 尚

1979
ジャガイモ塊茎細胞の膜電位に及ぼす疫
病菌壁物質の効果．

日植病報 45(4): 534.（講要）

加藤美紀・高村則子・
寺田恵都子・加藤武
司・古市尚高

1997
ジャガイモ疫病菌エリシターにより誘導さ
れる塊茎ミクロソーム画分の活性酸素生
成機構．

日植病報 63(6): 499.（講要）

加藤美紀・古市尚高・
奥田智勇

1998
ジャガイモ塊茎ミクロソーム分画からの活
性酵素生成成分の可溶化と分離．

日植病報 64(4): 354-355.（講
要）

加藤美紀・古市尚高・
Moller,M.・高村則子・
藤原 明

1999

ジャガイモ疫病菌エリシターによって誘導
されるジャガイモの防御反応： 塊茎細胞
由来の活性酵素生成成分の局在とその
活性化．

日植病報 65(3): 328.（講要）

加藤新平・津田直貴・
吉岡博文・川北一人・
道家紀志

1998
ジャガイモ組織の原形質膜O2

-生成

NADPH酸化酵素系の酵素的性質の解析
とその部分純化．

日植病報 64(4): 356.（講要）

加藤新平・仙田香織・
吉岡博文・川北一人・
道家紀志

1999
ジャガイモ植物のエリシター誘導性プロテ
リンキナーゼとその性質．

日植病報 65(3): 323.（講要）

加藤新平・仙田香織・
吉岡博文・川北一人・
道家紀志

2000
ジャガイモ植物のエリシター誘導性プロテ
インキナーゼの部分精製．

日植病報 66(3): 287.（講要）

加藤新平・仙田香織・
吉岡博文・川北一人・
道家紀志

2001
ジャガイモ植物のエリシター誘導性プロテ
インキナーゼはMAPキナーゼである．

日植病報 67(2): 126.（講要）

加藤新平・吉岡博文・
川北一人・道家紀志

2002
ジャガイモ植物のエリシター応答性MAP
キナーゼStMPK1によりリン酸化されるタン
パク質の単離．

日植病報 68(1): 91.（講要）

川北一人・道家紀志 1991

ジャガイモ疫病菌 (Phytophthora

infestans ) 菌体壁成分処理ジャガイモ塊
茎におけるGTP結合蛋白質の出現．

日植病報 57(3): 413.（講要）

川北一人・道家紀志 1992
疫病菌菌体壁成分処理ジャガイモ塊茎に
おける情報伝達系へのボスホリパーゼCと
プロテインキナーゼCの関与．

日植病報 57(4): 565.（講要）

河村治代・道家紀志・
川北一人・吉岡博文

1995
ジャガイモ塊茎のミクロソーム膜画分にお
ける脂質過酸化反応を介したファイトアレ
キシン生産誘導因子の生成．

日植病報 61(3): 245.（講要）

衣川 勝・冨山宏平・道
家紀志

1974
Phytoalexinの生成機構 ―褐変組織と
rishitin生成との関係について．

日植病報 40(2): 143.（講要）

清 多佳子・藤井直哉・
秋野聖之・内藤繁男・
生越 明

2001
ジャガイモ疫病菌A2交配型菌株に特異
的なcDNAクローンcET110について．

日植病報 67(2): 139.（講要）

小林光智衣・吉岡博
文・川北一人・道家紀

2005
Strbohタンパク質の細胞内局在性につい
て．

日植病報 71(1): 54.（講要）

小林光智衣・大浦生
子・吉岡博文・川北一
人・道家紀志

2005
ジャガイモ塊茎組織におけるStrbohBのリ
ン酸化について．

日植病報 71(3): 187.（講要）

小林光智衣・吉岡美
樹・川北一人・道家紀
志・吉岡博文

2007
恒常活性型StCDPK5を導入したジャガイ
モ植物は疫病菌に耐性を示す．

日植病報 73(3): 209.（講要）

小嶋博樹・水谷安希・
柴田裕介・川北一人・
竹本大吾

2012
ベンサミアナタバコのジャガイモ疫病菌抵
抗性に必須なSAR8.2 遺伝子群の機能解
析．

日植病報 78(1): 35.（講要）
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小嶋博樹・水谷安希・
柴田裕介・川北一人・
竹本大吾

2013
ベンサミアナタバコのSAR8.2はジャガイモ
疫病菌抵抗性に必須な内生エリシタータ
ンパク質である．

日植病報 79(3): 161-162.（講
要）

小松原 肇・朴 海準・吉
岡博文・川北一人・道
家紀志

1997
ジャガイモ塊茎切断面の菌体壁エリシ
ター(HWC)に対する活性酸素生成応答
能の加齢による変化．

日植病報 63(3): 233-234.（講
要）

小松原 肇・前田裕貴・
朴 海準・吉岡博文・川
北一人・道家紀志

1998
ジャガイモ塊茎切断組織とプロトプラスト
におけるオキシダティブバースト機能をも
つ細胞の活性化と分化．

日植病報 64(4): 355-356.（講
要）

近藤洋平・宮崎江里・
小嶋博樹・水谷安希・
柴田裕介・川北一人・
竹本大吾

2014
ベンサミアナタバコのジャガイモ疫病菌抵
抗性に必須なSAR8.2m についての解
析．

日植病報 80(4): 244-245.（講
要）

近藤洋平・宮崎江里・
小嶋博樹・水谷安希・
柴田祐介・川北一人・
竹本大吾

2015
ベンサミアナタバコのSAR8.2mはジャガイ
モ疫病菌感染に応答した抵抗性誘導に
必須である．

日植病報 81(3): 238.（講要）

口村和男・吉岡博文・
山田直史・道家紀志

2000
ジャガイモ植物におけるセスキテルペンシ
クラーゼ遺伝子の単離およびその発現解
析．

日植病報 66(2): 109-110.（講
要）

口村和男・加藤新平・
道家紀志・吉岡博文

2002
Potato vetispiradiene synthase 3遺伝子
の単離およびジャガイモ塊茎細胞におけ
るプロモーター解析．

日植病報 68(2): 166.（講要）

口村和男・小林 晃・山
溝千尋・道家紀志・吉
岡博文

2003
ジャガイモ形質転換体を用いたPotato
Vetispiradiene Synthase 3遺伝子のプロ
モーター解析．

日植病報 69(1): 55.（講要）

倉橋良雄・滝野 卓 1999
カルプロパミド(ウィン(R))処理ジャガイモ塊
茎切断面であ蛍光物質の誘導と疫病菌
菌糸の生育．

日植病報 65(3): 404.（講要）

李 好植・冨山宏平・道
家紀志

1973
ジャガイモ疫病菌菌体成分のジャガイモ
塊茎プロトプラストに対する影響．

日植病報 39(3): 211.（講要）

李 好植・冨山宏平・道
家紀志

1974

ジャガイモ疫病菌菌体成分のジャガイモ

塊茎プロトプラストからの32P漏出に対する
影響．

日植病報 40(2): 143.（講要）

李 好植・冨山宏平・松
本直幸

1975
ジャガイモ疫病菌菌体成分，及び菌体外
成分のジャガイモ塊茎プロトプラストに対
する影響．

日植病報 41(3): 261.（講要）

前田裕貴・津田直希・
吉岡博文・川北一人・
道家紀志

1997
ジャガイモ疫病菌の被嚢胞子に対する宿
主プロトプラストの結合と初期応答．

日植病報 63(3): 234.（講要）

前田淳司・秋野聖之・
生越 明

2000
ジャガイモ疫病菌new A1系統と既存系統
とのDNAフィンガープリンティングによる比
較．

日植病報 66(2): 106.（講要）

牧野智子・洪 盛基・朴
海準・吉岡博文・川北
一人・野村 聡・道家紀
志

1999
植物組織におけるオキシダティブバースト
機能をもつ組織細胞への傷や感染による
活性化の三次元的解析．

日植病報 65(3): 323.（講要）

松川みずき・柴田裕
介・小鹿 一・川北一
人・竹本大吾

2012
ベンサミアナタバコのエリシター認識と疫
病菌抵抗性におけるカルレティキュリン遺
伝子NbCRT3 の役割 ．

日植病報 78(1): 35-36.（講要）

松本直幸・冨山宏平・
道家紀志・田村 保

1973
ジャガイモ疫病菌感染初期における表面
電位の変化について．

日植病報 39(3): 212.（講要）

松本直幸・冨山宏平・
道家紀志

1975
ジャガイモ塊茎の疫病菌感染に対する極
初期反応及び疫病菌分泌物質に対する
反応．

日植病報 41(3): 261.（講要）
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Matsumoto, N.,

Tomiyama, K. and

Doke, N.

1976

Alteration of membrane permeability of

potata-tuber tissue infected by

incompatible and compatible races of

Phytophthora infestans  during the initial

phase of infection.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

42(3): 279-286.

松浦貴之・古市尚高・
池田玲子

1995

ジャガイモ疫病菌 (Phytophthora

infestans  Mont de Bary) 菌体壁成分から
のジャガイモに対する褐変化と活性酸素
生成を引き起こす因子について．

日植病報 61(6): 606-607.（講
要）

真弓大伸・伊藤夢子・
吉岡博文・道家紀志

2001
ジャガイモ培養細胞における3-hydroxy-
3-methylglutaryl CoA reductase 2 遺伝
子のプロモーター解析．

日植病報 67(2): 126-127.（講
要）

加田路子・道家紀志・
川北一人

1997
ジャガイモ疫病菌エリシターのー成分とそ
の性質．

日植病報 63(3): 234.（講要）

Mino, Y., Sakai, R.,

Uchino, K. and

Sasabuchi, T.

1980
Effect of coronatine on the metabolism of

phenolics in the discs of potato tuber.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

46(4): 510-516.

三浦由雄・川北一人・
道家紀志

1991

HWC処理したジャガイモおよびトマト懸濁

培養細胞におけるCa2+の動向と活性酸素
生成．

日植病報 57(3): 413-414.（講
要）

三浦由雄・川北一人・
吉岡博文・道家紀志

1992

ジャガイモ塊茎組織の膜分画を用いた無
細胞系におけるエリシターによるNADPH

依存O2
- 生成系の活性化．

日植病報 58(4): 564.（講要）

三浦由雄・吉岡博文・
川北一人・道家紀志

1993
ジャガイモ塊茎組織より分離したミクロ
ゾーム膜画分におけるジャガイモ疫病菌
菌体エリシターのリン脂質代謝への影響．

日植病報 59(3): 267-268.（講
要）

Miura, Y., Yoshioka,

H., Park, H,J.Kawakita,

K. and Doke, N.

1999

Plasma membrane perturbation in

association with calcium ion movement

followed by fungal elicitor-stimulated

oxidative burst and defense gene activation

in potato tuber.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

65(4): 447-453.

Miyagawa, H., Ishihara,

A., Chi-Hwan LIM,

Ueno, T. and Furuichi,

1998

Induction of N-p-coumaroyloctopamine in

potato tuber disks by 3- 1, 3-

glucooligosaccharide.

J. Pesticide Sci. 23(1): 49-53.

宮川典子・山溝千尋・
石濱伸明・川北一人・
吉岡博文

2007
ジャガイモNADPH oxidase 遺伝子プロ
モータの制御機構．

日植病報 73(3): 208.（講要）

宮川典子・吉岡美樹・
吉岡博文

2009
ジャガイモNADPH オキシダーゼである
StRBOHD のプロモーター解析．

日植病報 75(1): 68.（講要）

宮川典子・吉岡美樹・
吉岡博文

2009
ジャガイモのNADPH オキシダーゼである
StRBOHC およびStRBOHDのプロモー
ター解析．

日植病報 75(3): 264.（講要）

Miyake, Y., Sakai, J.,

Shibata,M., Yonekura,

N., Miura,I., Kumakura,

K. and Nagayama, Ｋ．

2005

Fungicidial activity of ｂenthiavalicarb-

isopropyl against Phytophthora infestans

and its controlling activity against late

blight diseases.

J. Pesticide Sci. 30(4): 390-396.

宮崎暁喜・古市尚高・
奥田智勇・池田静香

1999
ジャガイモ防御反応におけるSer/Thr型プ
ロテインキナーゼの役割：ジャガイモPtoホ
モログのタンパク質発現．

日植病報 65(3): 328.（講要）

宮崎暁喜・古市尚高・
加藤美紀・池田静香

2000

ジャガイモ疫病菌エリシターに誘導される
ジャガイモの防御反応：ジャガイモPto ホ
モログとNADPHオキシターゼの発現解
析．

日植病報 66(2): 112.（講要）
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水野貴仁・間瀬圭介・
川北一人・道家紀志・
森 仁志・児玉基一朗・
吉岡博文

2007
AAL毒素で誘導される細胞死にはエチレ
ン生合成およびその作用シグナル伝達が
関与する．

日植病報 73(3): 209.（講要）

水野邑里・大津美奈・
小鹿 一・森 仁志・川北
一人・竹本大吾

2015

ベンサミアナタバコの核膜孔Nup107-160
複合体を介して輸送される低分子量Gタ
ンパク質Ranはジャガイモ疫病菌抵抗性
に関与する．

日植病報 81(3): 238.（講要）

水野邑里・柴田祐介・
大津美奈・小鹿 一・佐
藤育男・千葉壮太郎・
川上一人・竹本大吾

2016

ベンサミアナのRanBP1を介したmRNAの
効率的な核外輸送はジャガイモ疫病菌感
染時の迅速なファイトアレキシン生成に必
須である．

日植病報 82(3): 192.（講要）

Monjil, M., Takemoto,

D. and Kawakita, K
2011

Resistance inducing activities of NO

producing elicitor candidates on potato and

Nicotiana benthamiana .

Ann. Phytopath. Soc. Japan

77(3): 215. (abs.)

Monjil, M.S.,

Takemoto, D., Shibata,

Y. and Kawakita, K.

2013

Bis-aryl methanone compound elicits nitric

oxide production and resistance in

Nicotiana benthamiana  ageinst

Phythophthora infestans .

日植病報 79(3): 161.（講要）

Monjil, M.S.,

Takemoto, D. and

Kawakita, K.

2014

Defense induced by a bis-aryl methanone

compound leads to resistance in potato

against Phytophthora infestans .

J. Gen. Plant Pathl. 80(1): 38-49.

森脇丈治・水野明文・
佐藤 守・門田育生・西
山幸司

1996
ダイズ斑点細菌病菌における培地中と
ジャガイモ塊茎上でのコロナチン産生の
違い．

日植病報 96(5): 544-547.

永野睦美・竹本大吾・
道家紀志・川北一人

1998
ジャガイモ葉の感染応答におけるエチレ
ン生合成酵素遺伝子の発現．

日植病報 64(4): 355.（講要）

長岡朝彦・古市尚高・
八木宏昌・阿久津秀
雄・堀米恒好・大西耕
二

2006
疫病菌エリシターにより誘導されるジャガ
イモの防御反応．

日植病報 72(4): 232.（講要）

永田恭子・三浦由雄・
則武智哉・朴 海準・川
北一人・道家紀志

1996
ジャガイモ組織にエリシター活性をもつア
ラキドン酸もオキシダティブバーストを誘
導する．

日植病報 62(3): 291.（講要）

仲井仁美・竹本大吾・
道家紀志・川北一人

1999
エリシター処理ジャガイモ葉におけるPRタ
ンパク質の蓄積とエチレン生成．

日植病報 65(3): 324.（講要）

中島和美・吉岡博文・
道家紀志

2001
ジャガイモ疫病菌接種に対するタバコ植
物の細胞応答．

日植病報 67(2): 127.（講要）

中島俊夫・冨山宏平 1973
ジャガイモの抵抗反応におけるリシチン，
ルビミンの生成部位とその時間的経過．

日植病報 39(3): 211-212.（講
要）

Nakajima, T.,

Tomiyama, K. and

Kinukawa, M.

1975

Distribution of rishitin and libimin in

potato-tuber tissue infected by an

incompatible race of Phytophthora

infestans  and the site where rishitin is

synthesized.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

41(1): 49-55.

中根栄一・吉岡博文・
川北一人・道家紀志

2000
ジャガイモ植物におけるエリシター誘導性
遺伝子群の探索と発現解析（２）－
differential hybridization法による－．

日植病報 66(3): 287.（講要）

Nakane,E.,

Kawakita,K., Doke,N.,

and Yoshioka,H.

2003
Elimination of primary and secondary

metabolism during defense in the potato.

J.Gen.Plant Pathol. 69(6): 378-

384.

中野孝明・安達広明・
宮川典子・吉岡美樹・
石濱伸明・吉岡博文

2013
ペンサミアナタバコNADPHオキシダーゼ
であるN6RBOHB のプロモーター調節に
はWRKY型転写因子が関与する．

日植病報 79(3): 162-163.（講
要）

-245-



著者名 年 表　　題 掲載誌・巻号頁
中瀬千恵・加藤貴光・
山城 都

2012
ジャガイモ植物におけるニトロ化候補タン
パク質の防御応答への関与．

日植病報 78(3): 213.（講要）

西村範夫・道家紀志・
冨山宏平

1974
ジャガイモ疫病菌感染初期に消失する宿
主のprotein-bandについて．

日植病報 40(2): 142-143.（講
要）

西村範夫・冨山宏平・
道家紀志

1975
ジャガイモ塊茎よりのmembrane rich
fractionの抽出について．

日植病報 41(1): 105.（講要）

西村範夫・冨山宏平・
道家紀志

1975
Membrane rich fractionと菌体成分の反応
によるATPase活性の変動について．

日植病報 41(3): 260.（講要）

西村範夫・冨山宏平・
道家紀志

1976
疫病菌感染による細胞膜分画ATPase活
性の変動．

日植病報 42(3): 355.（講要）

西村範夫・冨山宏平 1977

ジャガイモ疫病菌の感染によるミクロゾー

ム分画の K+stimulated ATPase 活性の変
動について．

日植病報 43(3): 331.（講要）

西村範夫・冨山宏平 1978
ジャガイモ塊茎スライスの3H-ロイシン，32P

および86Rbの吸収におけるジャガイモ疫
病菌感染の影響について．

日植病報 44(3): 358-359.（講
要）

Nishimura, N. and

Tomiyama, K.
1978

Effect of infection by Phytophthora

infestans  on uptake of 
3
H-leucine, 

32
P and

86
Rb by potato-tuber tissue.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

44(2): 159-166.

Nishimura, N.,

Tomiyama, K. and

Doke, N.

1978

Effect of infection by Phytophthora
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則武智哉・朴 海準・三
浦由雄・川北一人・道
家紀志

1995
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ファイトアレキシン生成誘導活性．
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対する糖類の影響．
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疫病菌非親和性レース摂取ジャガイモ塊
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北陸病虫研発表会 55回.（講
要）

酒井隆太郎・竹森俊
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酒井隆太郎・佐久間
勉・竹森俊彦・冨山宏
平・高瀬 昇・梅村芳樹

1964
フェノール関連代謝と抵抗性の関係 (9)
ジャガイモ品種交配後代系統間の疫病圃
場抵抗性とperoxidase活性との関係．
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酒井隆太郎・冨山宏平 1965
フェノール関連代謝と抵抗性の関係 (12)
クロロゲン酸処理ジャガイモ塊茎スライス
における各種フェノールの生合成．
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酒井隆太郎・冨山宏平 1965
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日植病報 30(5): 284.（講要）

酒井隆太郎・冨山宏
平・石坂信之・佐藤章
夫
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Phytophthora infentans  の過敏感反応誘
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日植病報 45(1): 107.（講要）

酒井 進・冨山宏平・道
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佐久間 勉・冨山宏平 1963
フェノール関連代謝と抵抗性の関連 Ⅵ
クロロゲン酸処理によるジャガイモ塊茎の
疫病罹病の阻止．

日植病報 28(5): 308.（講要）

佐久間 勉・冨山宏平・
酒井隆太郎
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ジャガイモ塊茎のファイトアレキシン様物
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日植病報 29(5): 283.（講要）
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冨山宏平
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佐藤章夫・北沢健治・
冨山宏平

1969
ジャガイモ塊茎の疫病抵抗反応 －過敏
感死褐変およびリシチン生成の時間経
過．

日植病報 35(5): 371.（講要）
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ジャガイモ塊茎の疫病抵抗反応 －褐変
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過．
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山宏平・勝井信勝・正
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intracellular hyphal growth of
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several potato phytoalexins.

Ann. Phytopath. Soc. Japan

51(4): 494-497.

佐藤岳実・古市尚高・
横川和俊

2003

ジャガイモ防御反応におけるCa2
+依存型

タンパク質キナ-ゼ(CDPK), Pto‐キナ-ゼ,
および活性酵素生成NADPHオキシダ-ゼ
遺伝子の疫病菌因子による誘導発現解
析．

新潟大農研報 56(1): 1-8.

佐藤岳実・横川和俊・
古市尚高

2003

ジャガイモの防御反応における活性酸素
生成に関与するCa2+依存型タンパク質キ
ナーゼ（CDPK-）, Pto-キナ－ゼ, および
NADPHオキシダーゼ（rboh-）遺伝子の疫
病菌因子による誘導発現解析．

北陸病虫研発表会 55回.（講
要）
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仙田香織・川北一人・
道家紀志

1992
ジャガイモ植物の誘導抵抗反応における
ホスホリパーゼA2の活性化機構： 粗酵素
標品による活性化とその因子．

日植病報 58(4): 564-565.（講
要）

仙田香織・吉岡博文・
川北一人・道家紀志

1993
ジャガイモ塊茎組織の可溶性画分に存在
するホスホリパーゼA2の精製とそのポリク
ローナル抗体の作製．

日植病報 59(6): 751-752.（講
要）

仙田香織・吉岡博文・
道家紀志・川北一人

1995
ジャガイモ植物の誘導抵抗反応に関与す
るホスホリパーゼA2について．

日植病報 61(3): 244-245.（講
要）

仙田香織・道家紀志・
川北一人

1996
ジャガイモ植物の誘導抵抗反応とパタチ
ン．

日植病報 62(3): 289.（講要）

仙田香織・道家紀志・
川北一人

1997

ジャガイモ塊茎ボスホリパーゼA2であるパ

タチンのリン酸化による活性化機構につ
いて．

日植病報 63(3): 235.（講要）

柴田祐介・川北一人・
竹本大吾

2009
ジャガイモ疫病菌に対するベンサミアナタ
バコ植物におけるサルチル酸およびエチ
レンの関与．

日植病報 75(3): 264.（講要）

柴田祐介・川北一人・
竹本大吾

2010
ベンサミアナタバコのジャガイモ疫病品種
抵抗性におけるＲタンパク質関連因子の
関与．

日植病報 76(1): 53-54.（講要）

柴田祐介・川北一人・
竹本大吾

2010
ベンサミアナタバコのジャガイモ疫病菌抵
抗性に必須な新規遺伝子の探索．

日植病報 76(3): 238.（講要）

柴田裕介・川北一人・
竹本大吾

2011
PDR 型ABCトランスポーターはベンサミア
ナタバコのファイトアレキシン合成に必須
である．

日植病報 77(3): 215.（講要）

柴田裕介・小鹿 一・川
北一人・竹本大吾

2012
ベンサミアナタバコのPDR1を介したジャガ
イモ疫病菌侵入抵抗性に必須な抗菌物
質の生合成系に関する研究．

日植病報 78(3): 217.（講要）

柴田裕介・小鹿 一・川
北一人・竹本大吾

2013
ベンサミアナタバコはジャガイモ疫病菌侵
入前と侵入後に活性化するテルペノイデ
合成経路をスイッチする．

日植病報 79(3): 162.（講要）

白澤優子・秋野聖之・
内藤繁男

2004
日本におけるジャガイモ疫病菌の遺伝子
型を識別するマーカー．

日植病報 70(1): 85.（講要）

杉江顕一・吉岡博文・
津田直希・前田裕貴・
川北一人・道家紀志

1998 ジャガイモにおけるgp91phox ホモローグの
クローニング．

日植病報 64(6): 615.（講要）

杉江顕一・吉岡博文・
川北一人・道家紀志

2000
ジャガイモ植物におけるStrboh cDNAの
単離およびその発現解析．

日植病報 66(2): 110.（講要）

砂崎浩二・伴 昇子・朴
海準・吉岡博文・川北
一人・道家紀志

1999
植物組織におけるエリシターおよび植物
活性化剤による局部的および全身的オキ
シダティブバーストの誘導と比較．

日植病報 65(6): 690-691.（講
要）

砂崎浩二・吉岡博文・
川北一人・道家紀志

2000
植物組織における全身的オキシダティブ
バースト誘導のシグナル機構: Ca2+の関
与．

日植病報 66(2): 110.（講要）

砂崎浩二・吉岡博文・
川北一人・道家紀志

2001
ジャガイモ塊茎組織における全身的オキ
シダティブバースト誘導のシグナル伝達
機構．

日植病報 67(2): 126.（講要）

鈴木譲一・大場昭悦・
古市尚高

1989
ジャガイモの過敏感細胞死 (6) 過敏感反
応抑制因子グルカンと発芽液成分の生理
活性．

日植病報 55(4): 478.（講要）

鈴木譲一・古市尚高 1990
ジャガイモの過敏感細胞死 (8) 疫病菌感
染初期における抗-グルカン-抗体の作
用．

日植病報 56(1): 112.（講要）

鈴木譲一・古市尚高 1990
ジャガイモの過敏感細胞死 (9) ELISAに
よるグルカン結合タンパク質とグルカンと
の結合特性の検討．

日植病報 56(3): 362.（講要）
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鈴木真紀・吉岡博文・
道家紀志・川北一人

1995

疫病菌菌体壁成分処理ジャガイモ培養
細胞における情報伝達系へのイノシトー
ルリン脂質特異的ボスホリパーゼCの関
与．

日植病報 61(3): 244.（講要）

高地雅子・榎 佐和子・
美濃羊輔・酒井隆太郎

1979
コロナチンの生理活性について  I. ジャガ
イモ塊茎細胞の澱粉の分解．

日植病報 45(4): 556-557. （講
要）

竹本大吾・古瀬勝美・
道家紀志・川北一人

1995
ジャガイモ植物の感染応答におけるアク
チン関連タンパク質の関与．

日植病報 61(6): 615（講要）

竹本大吾・林　誠・西
村幹夫・道家紀志・川
北一人

1997
植物の感染応答におけるアクチン結合タ
ンパク質プロフィリンの関与について．

日植病報 63(3): 235.（講要）

竹森俊彦・冨山宏平 1963
フェノール関連代謝と抵抗性の関係 　Ⅳ.
クロロゲン酸処理によるフェノール・オキシ
ダーゼ活性増加の条件．

日植病報 28(5): 308.（講要）

竹森俊彦・酒井隆太
郎・冨山宏平

1964
フェノール関連代謝と抵抗性の関係  (8)
クロロゲン酸処理によるフェノール・オキシ
ダーゼ (F.O) 活性増加の条件について．

日植病報 29(5): 283.（講要）

竹森俊彦・冨山宏平 1965

フェノール関連代謝と抵抗性の関係  (11)
抗生物質その他の代謝阻害剤による抵
抗性類似反応の誘起とそれに伴なう２，３
の生理現象．

日植病報 30(2): 98.（講要）

瀧波依里子・加藤大
明・佐藤育男・竹本大
吾・川北一人

2015
ニトロソ化候補タンパク質イソクエン酸脱
水素酵素のベンサミアナタバコにおける
抵抗反応への関与．

日植病報 81(3): 238-239.（講
要）

冨山宏平 1954
疫病菌侵入に対する馬鈴薯葉中肋表皮
細胞の初期變化について．

日植病報 18(3・4): 147.（講要）

冨山宏平・高瀬 昇・酒
井隆太郎・高桑 亮

1954
馬鈴薯疫病菌侵入に對する馬鈴薯塊莖
の生體反應に關する研究 （Ⅰ）.

日植病報 18(3・4): 147.（講要）

冨山宏平 1954
Phytophthora infestans  に對する馬鈴薯
抵抗性品種細胞の過敏感反應と侵入菌
糸の生死の関係．

日植病報 18(3・4): 186-187.
（講要）

冨山宏平・高瀬 昇・酒
井隆太郎・高桑 亮

1954
Phytophthora infestans  の侵入に入に對
する馬鈴薯塊莖の生體反應について．

日植病報 18(3・4): 187.（講要）

冨山宏平 1954
馬鈴薯疫病抵抗性の細胞生理学的研究
Ⅰ. 疫病菌侵入初期の馬鈴薯中肋表皮
細胞の変化．

北海道農試彙報 67: 28-38.

冨山宏平 1955
馬鈴薯疫病抵抗性の細胞生理学的研究
Ⅱ. 寄主細胞の変化と侵入菌糸の生死の
関係．

日植病報 19(3・4): 149-154.

冨山宏平 1955
馬鈴薯疫病菌侵入時の寄主細胞の
T.T.C.染色性の時間的経過について．

日植病報 19(3・4): 179-180.
（講要）

冨山宏平 1955
馬鈴薯疫病菌侵入初期における寄主細
胞原形質の運動について．

日植病報 19(3・4): 180.（講要）

冨山宏平・高瀬 昇・酒
井隆太郎・高桑 亮

1955
馬鈴薯疫病抵抗性に伴う生体反応の向
合成性について．

日植病報 19(3・4): 180.（講要）

冨山宏平 1955
馬鈴薯疫病菌の侵入による細胞褐変過
程の時間の測定について．

日植病報 19(3・4): 180.（講要）

冨山宏平・高瀬 昇・酒
井隆太郎・高桑 亮

1955

疫病菌の侵入に対する馬鈴薯の抵抗反
応に関する生理学的研究 Ⅱ. 病原性の
異なる疫病菌系統の侵入に対する馬鈴
薯塊茎の生理学的反応．

日植病報 20(2・3): 59-64.

冨山宏平・高桑 亮・高
瀬 昇・酒井隆太郎

1955
Phytophthora infestans  侵入に伴う馬鈴
薯塊茎の生理的反応に対するEthanolの
影響．

日植病報 20(2・3): 105-106.
（講要）

冨山宏平・高瀬 昇・酒
井隆太郎・高桑 亮

1955
異なった疫病菌生態型に対する馬鈴薯
塊茎の反応に関する生理学的研究．

日植病報 20(2・3): 106.（講要）

冨山宏平 1955 馬鈴薯疫病の抵抗性に関する研究． 農業技術 10(5): 227-229.
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冨山宏平 1956
馬鈴薯疫病抵抗性の細胞生理学的研究
Ⅲ. 疫病菌の侵入を受けた細胞の褐変に
至る過程の時間の測定．

日植病報 20(4): 165-169.

冨山宏平・高桑 亮・高
瀬 昇・酒井隆太郎

1956

疫病菌の侵入に対する馬鈴薯の抵抗反
応に関する生理学的研究 Ⅲ. Ethanolの
処理による抵抗性低下の生理学的研究
（其の１）．

日植病報 21(1): 17-22.

冨山宏平・酒井隆太
郎・高瀬 昇・高桑 亮

1956
Ethylalcohl による馬鈴薯疫病抵抗性低
下に関する研究（続報）．

日植病報 21(1): 37.（講要）

冨山宏平・高瀬 昇・高
桑 亮・竹森俊彦・酒井
隆太郎

1956
疫病菌侵入初期に於ける馬鈴薯塊茎の
生理学的反応（続報）．

日植病報 21(1): 37.（講要）

冨山宏平 1956
抵抗性馬鈴薯葉柄細胞の過敏感死に対
する 2,4,DNP の影響．

日植病報 21(1): 37.（講要）

冨山宏平 1956
抵抗性及び罹病性馬鈴薯の生細胞内に
於ける疫病菌菌糸伸長の比較．

日植病報 21(1): 37.（講要）

Tomiyama, K. 1956

Cell phisiological studies on the resistance

of potato plant to Phytophthora infestans .

Ⅳ On the  monements of cytoplasm of the

host cell induced by the invasion of

Phytophthora infestans .

Ann. Phytopath. Soc. Japan

21(2-3): 54-62.

冨山宏平・高瀬 昇・酒
井隆太郎・高桑 亮・竹
森俊彦

1956
抵抗性に於ける隣接健全細胞群の生体
反応の積分的効果に就いて．

日植病報 21(2・3): 109.（講要）

冨山宏平・高桑 亮・高
瀬 昇・竹森俊彦

1956
馬鈴薯塊茎薄片sliceに於ける疫病菌侵
入初期抵抗反応の生理．

日植病報 21(2・3): 109.（講要）

冨山宏平・酒井隆太
郎・高瀬 昇・高桑 亮

1956

疫病菌の侵入に対する馬鈴薯の抵抗反
応に関する生理学的研究 Ⅳ. Ethanol 処
理による抵抗性低下の生理学的研究 （そ
の２）．

日植病報 21(4): 153-158.

冨山宏平・高瀬 昇・酒
井隆太郎・高桑 亮

1956
疫病菌の侵入に対する馬鈴薯の抵抗反
応に関する生理学的研究 Ⅰ. 生理学的
反応の時間経過およびその品種間差．

北海道農試彙報 71: 32-50.

冨山宏平 1956 馬鈴薯疫病抵抗性の機作． 農業技術 11(2): 63-67.

冨山宏平・竹森俊彦・
高桑 亮

1957

疫病菌の侵入に対する馬鈴薯の抵抗反
応に関する生理学的研究 Ⅴ. 切断処理
による馬鈴薯塊茎の酸溶性燐酸成分の
変動．

北海道農試彙報 72: 8-15.

冨山宏平・高桑 亮・高
瀬 昇

1957
馬鈴薯塊茎スライスの代謝型と疫病抵抗
性．

日植病報 21(1): 13-14.（講要）

冨山宏平・高瀬 昇・高
桑 亮・竹森俊彦

1957
切断処理によって呼吸を促進せしめた場
合の馬鈴薯塊茎の疫病抵抗性過敏感死
反応の促進．

日植病報 22(1): 62.（講要）

冨山宏平 1957
接種前熱処理による馬鈴薯の代謝機能
の低下と疫病抵抗性過敏感死反応の遅
延．

日植病報 22(1): 62.（講要）

冨山宏平・酒井隆太
郎・高桑 亮

1957
馬鈴薯疫病菌の毒素に関する研究（予
報）．

日植病報 22(1): 62.（講要）

冨山宏平 1957

馬鈴薯疫病抵抗性の細胞生理学的研究
Ⅴ. 抵抗性馬鈴薯細胞の過敏感反応に
対する 2,4-Dinitrophenol の影響につい
て．

日植病報 22(2): 75-78.

冨山宏平 1957

馬鈴薯疫病抵抗性の細胞生理学的研究
Ⅶ. 抵抗性および罹病性を示す馬鈴薯葉
柄生細胞内に於ける疫病菌菌糸伸長の
比較．

日植病報 22(3): 129-133.

-253-



著者名 年 表　　題 掲載誌・巻号頁

冨山宏平・高桑 亮 1958
疫病菌侵入初期における被侵入馬鈴薯
細胞の代謝（続報）．

日植病報 23(1): 31.（講要）

冨山宏平・高桑 亮 1958
馬鈴薯塊茎障害部における指数関数的
生体反応呼吸曲線について．

日植病報 23(1): 56-57.（講要）

冨山宏平 1958
馬鈴薯疫病抵抗性過敏感反応に於ける
型について．

日植病報 23(1): 57.（講要）

冨山宏平・高桑 亮・酒
井隆太郎

1958
疫病菌の侵入を受けたジャガイモ細胞お
よびその隣接細胞群における酸化酵素系
の転換．

31回日本生化学会総会抄録
集，pp.52-54.

冨山宏平 1958 馬鈴薯疫病抵抗性の研究． 植防 12(7): 297-306.

冨山宏平・竹森俊彦・
酒井隆太郎

1962
Phenol 関連代謝と抵抗性の関係  II. クロ
ロゲン酸処理を行なったジャガイモ塊茎ス
ライスの oxidase の変化．

日植病報 27(5): 265.（講要）

冨山宏平・酒井隆太
郎・竹森俊彦

1963
Phenol 関連代謝と抵抗性の関係 Ⅲ. クロ
ロゲン酸処理を行なったジャガイモ塊茎ス
ライスの oxidase の変化（続報）．

日植病報 28(2): 80.（講要）

冨山宏平・大谷吉雄・
竹森俊彦

1963
フェノール関連代謝と抵抗性の関係  Ⅴ.
クロロゲン酸処理スライスの解糖系酵素，
グルタチオン，レダクターゼ活性の変化．

日植病報 28(5): 308.（講要）

冨山宏平・酒井隆太郎 1963
ジャガイモにおける疫病抵抗性の変化と
Ageing．

日本植物生理学会報 3(2・3):
89-95.

冨山宏平・佐久間 勉 1964
フェノール関連代謝と抵抗性との関係 Ⅶ.
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山本昌木・今野清隆・
松尾憲二郎・落合英
夫・柴田 均・石田政
弘・菊地忠寿・水間長
代・佐藤孝司

1977
熱中性子照射ジャガイモDNAフラクション
の異型病斑形成能の低下．

日植病報 43(1): 96-97.（講要）

山本昌木・松尾憲二郎 1977
紫外線照射ジャガイモDNAの異型疫病
病斑形成に及ぼす影響．

日植病報 43(3): 332.（講要）

山本昌木・古沢 厳 1979
同種・異種ならびに分子量を異にする外
生ジャガイモDNAの疫病異型病斑形成に
及ぼす影響．

日植病報 45(4): 539.（講要）

山本昌木・平井篤志・
古沢 厳

1981
疫病菌に対し抵抗性を異にするジャガイ
モのフラクション ⅠタンパクとDNAについ
て．

日植病報 47(3): 383.（講要）

山本昌木・鈴木一実・
今野清隆

1981
疫病菌に感染したジャガイモ葉細胞の反
応．

近畿中国農業研究 62: 38-40.

山本昌木・古沢 厳 1982 塗付外生DNAの植物体における動向．
日植病報 48(1): 108-109.（講
要）

山本昌木・黒岩常祥・
西林双龍

1982
外生DNAのジャガイモへの取り込みと疫
病に対する抵抗性について．

日植病報 48(3): 362.（講要）

山本昌木・山岡直人・
萩原保成・黒岩常祥・
西林双龍・河野重行

1983
外生DNAのジャガイモへの取り込みと疫
病菌による異型病斑形成について．

日植病報 49(1): 107-108.（講
要）

山本昌木 1983
外生ジャガイモDNA導入による疫病抵抗
性の誘導 －特に塗布したDNAの組織内
とりこみについて．

日植病報 49(3): 331-337.

山本昌木・山岡直人 1983
制限酵素処理ジャガイモDNAを塗布した
ジャガイモ葉上の疫病異型病斑出現につ
いて．

日植病報 49(3): 382.（講要）

山本昌木・山岡直人・
萩原保成・黒岩常祥・
西林双龍・河野重行

1984
疫病に対するジャガイモの抵抗性と外生
DNA（ジャガイモ核と葉緑体）の細胞核内
への取り込みについて．

日植病報 50(1): 124-125.（講
要）
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山本昌木・山岡直人・
久保康之・駒野 徹

1984
制限酵素処理をしたジャガイモDNAの疫
病病斑形成に及ぼす影響．

日植病報 50(3): 408.（講要）

山本昌木・山岡直人・
駒野 徹・黒岩常祥

1985
制限酵素処理をしたジャガイモ種間雑種
DNAのジャガイモ疫病病斑形成に及ぼす
影響．

日植病報 51(1): 86.（講要）

山本昌木・山岡直人・
久保康之・堀越 守・黒
岩常祥・河野重行

1985
疫病罹病性ジャガイモ品種上に静置また
はカーボランダムと共に塗布した種間雑
種DNAの細胞内への取り込みについて．

日植病報 51(3): 375.（講要）

山本昌木 1986
疫病に抵抗性のジャガイモ種間雑種DNA
の制限酵素処理による罹病性品種上に
おける過敏型病斑の変動について．

近畿中国農業研究 71: 16-18.

山本昌木 1986

疫病罹病性ジャガイモ品種上に静置又は
カーボランダムとともに塗布した抵抗性種
間雑種DNAの細胞内への取り込みにつ
いて．

近畿中国農業研究 72: 9-11.

山溝千尋・口村和男・
加藤新平・道家紀志・
吉岡博文

2003
Agroinfiltration法によるPotato
Vetispiradiene Synthase 3遺伝子プロ
モータの機能解析．

日植病報 69(3): 249.（講要）

山溝千尋・吉岡美樹・
川北一人・道家紀志・
吉岡博人

2005
ジャガイモMAPK (StMPK1)を利用した耐
病性植物の作出．

日植病報 71(3): 187.（講要）

山溝千尋・吉岡美樹・
平野美奈子・川北一
人・道家紀志・吉岡博
文

2006
MAPK カスケードのジャガイモ疫病菌抵
抗性における役割．

日植病報 72(1): 66-67.（講要）

山溝千尋・川北一人・
柘植尚志・道家紀志・
吉岡博文

2007
ジャガイモファイトアレキシン合成遺伝子
プロモータの制御機構の解析．

日植病報 73(1): 54.（講要）

山下真生・砂崎浩二・
吉岡博文・川北一人・
道家紀志

2002
ジャガイモ植物におけるサリチル酸による
全身的オキシダティブバースト誘導のシグ
ナル伝達機構．

日植病報 68(1): 92.（講要）

山下慶晃・下川原由希
子・加藤良晃・今井康
史

2012

新規殺菌剤アメトフトラジン・ジメトモルフ
（ザンプロＤＭフロアブル）に関する研究
(1) ジャガイモ疫病菌に対する基礎活性
について．

日植病報 78(3): 243.（講要）

山下将武・松田健太
郎・Monjil Shajahan ・
佐藤育男・竹本大吾・
川北一人

2015
ジャガイモ疫病菌由来エリシターにより誘
導されるジャガイモ植物の抵抗反応．

日植病報 81(3): 239.（講要）

横川和俊・加藤美紀・
古市尚高

2001
ジャガイモにおける活性酸素生成酵素
rboh遺伝子の単離と発現タンパク質の機
能解析．

日植病報 67(2): 125.（講要）

横川和俊・初谷紀幸・
加藤美紀・古市尚高

2002
エリシター、サプレッサー処理によるジャ
ガイモrboh遺伝子の発現誘導の解析： 罹
病性品種と抵抗性品種間での比較．

日植病報 68(1): 72-73.（講要）

横川和俊・加藤新平・
Hassan,A.・古市尚高

2002

疫病菌抵抗性・罹病性品種における活性
酵素生成酵素遺伝子rboh 1の発現の比
較およびその融合タンパク質の活性酵素
生成活性．

日植病報 68(2): 166.（講要）

横川和俊・大澤正道・
古市尚高

2003

疫病菌エリシターゼによるジャガイモ
NADPHオキシダーゼ遺伝子rboh1の活性
酵素生成およびGFP:rboh1の細胞内での
局在．

日植病報 69(3): 273.（講要）

吉岡博文・早川幸江・
道家紀志

1993

ジャガイモ植物における防御遺伝子の発
現抑制： ジャガイモ疫病菌を接種した塊
茎組織におけるPALおよびHMGR-mRNA
の蓄積傾向．

日植病報 59(1): 87.（講要）
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吉岡博文・宮部美保・
道家紀志

1994
ジャガイモ植物における防御遺伝子の発
現制御： 疫病菌を接種した塊茎組織のポ
リソームにおけるHMGR mRNAの解析．

日植病報 60(3): 316.（講要）

Yoshioka, H.,

Hayakawa, Y. and

Doke, N.

1995

Suppression of phenylalanine ammonia-

lyase mRNA accumulation by suppressors

from Phytophthora infestans .

Ann. Phytopath. Soc. Japan

61(1): 7-12.

吉岡美樹・小林光智
衣・浅井秀太・吉岡博
文

2008
恒常活性型CDPKと導入したジャガイモ
植物は疫病菌に耐性を示すが夏疫病菌
には感受性を示す．

日植病報 74(3): 199-200.（講
要）

吉岡美樹・安達郁子・
道家紀志・吉岡博文

2010
RNAiによるジャガイモファイトアレキシン
合成遺伝子の機能解析．

日植病報 76(3): 175.（講要）

吉岡美樹・石濱伸明・
金原佳子・安達広明・
吉岡博文

2013
WRKY8転写因子を導入した組換えジャ
ガイモは疫病菌および夏疫病菌に抵抗
性を示す．

日植病報 79(1): 44.（講要）

吉岡美樹・安達郁子・
道家紀志・近藤竜彦・
吉岡博文

2014
ジャガイモのセスキテルペノイドは疫病菌
および夏疫病菌の侵入前抵抗性に寄与
する．

日植病報 80(4): 267.（講要）
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